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【手続補正書】
【提出日】平成22年10月13日(2010.10.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自車両の周辺における障害物を監視する監視手段が監視可能な監視範囲のうち、前記障
害物が存在する位置近傍もしくは前記障害物が存在する可能性のある位置近傍に対して詳
細探索領域を設定する探索範囲設定手段と、
　少なくとも前記詳細探索領域に対して探索処理を行なうとともに、前記監視範囲のうち
前記詳細探索領域以外の領域に対しては前記詳細探索領域に対する探索処理に比して処理
負荷の小さい探索処理を行なうか、もしくは探索処理の対象から除外する探索処理手段と
、
　前記探索処理手段による探索結果に基づいて障害物を識別する障害物識別手段と、
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　を備えたことを特徴とする障害物検知装置。
【請求項２】
　過去の探索結果から障害物の移動状態を判定し、当該障害物の次回探索時における位置
を予測する移動状態判定手段をさらに備え、前記探索範囲設定手段は、前記移動状態判定
手段が予測した障害物の位置に前記詳細探索領域を設定することを特徴とする請求項１に
記載の障害物検知装置。
【請求項３】
　複数の監視手段がそれぞれ異なる監視範囲を有し、所定の監視手段の監視範囲から検知
された障害物が新たな監視手段の監視範囲に移動すると予測された場合に、前記探索範囲
設定手段は、当該新たな監視手段の監視範囲に詳細探索領域を設定することを特徴とする
請求項１または２に記載の障害物検知装置。
【請求項４】
　前記探索範囲設定手段は、前記新たな監視手段の監視範囲に詳細探索領域を設定した上
で、前記所定の監視手段の監視範囲における詳細探索領域の設定を解除することを特徴と
する請求項３に記載の障害物検知装置。
【請求項５】
　車両外部と通信する通信手段をさらに備え、前記探索範囲設定手段は、前記通信手段を
介して障害物の接近通知を受けた場合に、通知された障害物の位置近傍もしくは当該障害
物の予測位置近傍を監視範囲として有する監視手段を起動することを特徴とする請求項３
または４に記載の障害物検知装置。
【請求項６】
　前記監視手段はカメラを含み、前記探索処理手段は前記カメラが撮影した画像に対する
画像認識によって探索を行なうことを特徴とする請求項１～５のいずれか一つに記載の障
害物検知装置。
【請求項７】
　前記監視手段はレーダを含み、前記探索処理手段は前記レーダが受信する反射波から障
害物の探索を行うことを特徴とする請求項１～６のいずれか一つに記載の障害物検知装置
。
【請求項８】
　前記障害物識別手段による識別結果を用いて状況判断し、運転者への通知制御および／
または車両挙動に対する動作制御を行なう状況判断手段をさらに備えたことを特徴とする
請求項１～７のいずれか一つに記載の障害物検知装置。
【請求項９】
　自車両の周辺における障害物を監視する監視手段が監視可能な監視範囲のうち、前記障
害物が存在する位置近傍もしくは前記障害物が存在する可能性のある位置近傍に対して詳
細探索領域を設定する探索範囲設定工程と、
　少なくとも前記詳細探索領域に対して探索処理を行なうとともに、前記監視範囲のうち
前記詳細探索領域以外の領域に対しては前記詳細探索領域に対する探索処理に比して処理
負荷の小さい探索処理を行なうか、もしくは探索処理の対象から除外する探索処理工程と
、
　前記探索処理工程の探索結果に基づいて障害物を識別する障害物識別工程と、
　を含んだことを特徴とする障害物検知方法。
【請求項１０】
　前記探索範囲設定手段は、前記移動状態判定手段が予測した障害物の次回探索における
位置に設定する詳細探索領域を障害物の種類に基づいて変化させることを特徴とする請求
項２に記載の障害物検知装置。
【請求項１１】
　路上における障害物を検知し、検知された障害物の影響を受ける車両に対し通信により
障害物情報を提供する路上監視装置と、車両に搭載され該路上監視装置からの障害物情報
を受信可能な障害物検知装置とからなる障害物検知システムにおいて、
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　前記障害物検知装置は、車両周辺を監視する監視手段を有し、該監視手段が、前記路上
監視装置からの障害物情報を受信した場合に該障害物の位置近傍を監視するよう起動され
ることを特徴とする障害物検知システム。
【請求項１２】
　前記障害物検知装置は、前記監視手段が監視可能な監視範囲のうち、前記障害物が存在
する位置近傍に対して詳細探索領域を設定する探索範囲設定手段を有することを特徴とす
る請求項１１に記載の障害物検知システム。
【請求項１３】
　前記探索範囲設定手段は、前記路上監視装置が提供する障害物情報に基づき、該障害物
に応じた詳細探索領域を設定することを特徴とする請求項１２に記載の障害物検知システ
ム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】障害物検知装置、障害物検知方法および障害物検知システム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　この発明は、自車両周辺に存在する障害物を検知する障害物検知装置、障害物検知方法
および障害物検知システムに関し、特に処理負荷を抑制しつつ効率的に監視を行なう障害
物検知装置、障害物検知方法および障害物検知システムに関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、上述した従来技術における問題点を解消し、課題を解決するためになされた
ものであり、処理負荷を抑制しつつ効率的に監視を行なう障害物検知装置、障害物検知方
法および障害物検知システムを提供することを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するため、本発明に係る障害物検知装置および障害
物検知方法は、自車両の周辺における障害物を監視する１以上の監視手段を用いて障害物
を検知する場合に、前記監視手段が監視可能な監視範囲のうち、前記障害物が存在する位
置近傍もしくは前記障害物が存在する可能性のある位置近傍に対して詳細探索領域を設定
し、少なくとも前記詳細探索領域に対して探索処理を行なうとともに、前記監視範囲のう
ち前記詳細探索領域以外の領域に対しては前記詳細探索領域に対する探索処理に比して処
理負荷の小さい探索処理を行なうか、もしくは探索処理の対象から除外し、探索結果に基
づいて障害物を識別する。また、本発明に係る障害物検知システムは、車両に搭載された
障害物検知装置が路上監視装置からの障害物情報を受信した場合に監視手段を起動し、該
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障害物の位置近傍を監視する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明によれば障害物検知装置、障害物検知方法および障害物検知システムは、障害物
が存在する位置や障害物が存在する可能性のある位置を絞り込んで集中的に探索処理を行
なうので、処理負荷を抑制しつつ効率的に監視を行なう障害物検知装置、障害物検知方法
および障害物検知システムを得ることができるという効果を奏する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　以下に添付図面を参照して、この発明に係る障害物検知装置、障害物検知方法および障
害物検知システムについて詳細に説明する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　以上のように、本発明にかかる障害物検知装置、障害物検知方法および障害物検知シス
テムは、自車両の周辺の障害物検知に有用であり、特に検知処理の負荷軽減に適している
。
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